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哲学

科 目 番 号 1B-1 茶道文化Ⅰ

大　学　等　名 長崎短期大学 安部直樹（非常勤講師）・嶋内麻佐子（非常勤講師）

単  　位　  数 １単位 令和８年４月９日（木 ） ～ 令和８年８月12日（水）

授  業  定  員 　　４０人 09時10分　～　10時40分（90分）　「毎週金曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 １時限

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先

科目内容

履  修  年  次 １年次以上 レポート、実技試験などの総合評価

開  講  場  所 本学キャンパス 実習費3,000円程度

大　学　等　名 長崎短期大学 安部直樹（非常勤講師）・嶋内麻佐子（非常勤講師）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 火曜日

①風炉薄茶点前を一人で出来る。
②茶花について学ぶ。禅語について学ぶ。
③大寄せの茶会の心得を学ぶことができる。茶会の客の作法を学ぶことができる。季節と客組みを学ぶことができる。
④上座、下座を学ぶ。学んだ礼法を日常でも使うことができる。和室での立ち居振る舞いを身に付けることができる。
⑤前年の茶道大会の映像を見て学ぶ。色々な役割を知ることができる。自分の役割の練習を行い茶道大会に参加する。

科 目 番 号 3B-2 茶道文化Ⅱ

授  業  定  員 　　４０人 14時50分　～　16時20分（90分）　「毎週火曜日」

履  修  年  次 １年次以上 レポート、実技試験などの総合評価

教養 ・ 専門別 教養 ４時限

単  　位　  数 １単位 令和８年９月24日（木） ～ 令和９年２月５日（金）

連　　絡　　先

科目内容

開  講  場  所 本学キャンパス 実習費3,000円程度

選  考  方  法 書類選考

①茶室は神聖な場所であることを理解する。茶の心を学び、先生を敬い、相手を思いやり、自らを慎む。
②礼法（座礼、立礼）を覚える。和室での心得を学ぶ（毎回反復練習をする）。
③茶室に必要な道具名を覚える。点前道具の名称を覚える。道具を大切に扱う。
④風炉薄茶点前の前半を一人で出来る。
⑤茶の歴史を学ぶ。鎮信流について学ぶ。
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開　講　形　態 既存科目　・　後期

その他

科 目 番 号 3Q-2 ジェンダー論

大　学　等　名 長崎短期大学 川原　ゆかり（保育学科　教授）

授  業  定  員 　　５０人 13時10分　～　14時40分（90分）　「毎週月曜日」

履  修  年  次 １年次以上 筆記試験・レポート・授業態度などの総合評価

月曜日

教養 ・ 専門別 教養 ３時限

単  　位　  数 ２単位 令和８年９月24日（木） ～ 令和９年２月５日（金）

　ジェンダーとは何か、教育とは何か？ジェンダーと教育はどのようにつながるのか考える。歴史的・文化的・社会的に作られた「女」「男」の性別
による「当たり前さ」や「常識」「自然」という考え方の中の女性の生き方について基本的な知識を修得する。
　性に不随した「ジェンダー役割」についての理解を深め、エンパワーメントについて見識を高めることができる。
　各論として、女性と家族、母子世帯と社会福祉、貧困、結婚、子育て・労働・高齢者問題、ＤＶ、児童虐待などについての理解に必要な知識を養
う。また、ＬＧＢＴなどセクシ ャリティの多様性についての知識や理解を深めることで、多様な生き方を受け入れる事ができるようになる。

連　　絡　　先

科目内容

開  講  場  所 本学キャンパス なし

選  考  方  法 書類選考


